
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回周南市まちづくり総合計画審議会 

会 議 録 

 

 

 

 

 

 
日 時：平成２６年２月１０日（月） 

場 所：キリンビバレッジ周南総合スポーツセンター 

                     カルチャールーム 
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【会 議 次 第】 

 

 

１  開会 

 

２  委嘱状の交付 

 

３  市長あいさつ 

 

４  委員の自己紹介 

 

５  会長及び副会長の選出 

 

６  議 事 

   (1)まちづくり総合計画について 

    (2)まちづくり総合計画審議会について 

７  その他 

 

８  閉 会 

 

≪ 配付資料 ≫ 

・ 周南市まちづくり総合計画 

・ 周南市まちづくり総合計画【改訂】概要版 

・ 周南市市民アンケート調査集計結果 

・ 市長と語ろう！もやいミーティング実施報告書 

・ 第５期地域審議会答申書 

・ (資料１)「まちづくり総合計画について」 

・ (資料２)「まちづくり総合計画審議会について」 

・ 周南市まちづくり総合計画審議会規則 

・ 周南市まちづくり総合計画審議会 委員名簿 

・ 第１回周南市まちづくり総合計画審議会 座席表 
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第１回周南市まちづくり総合計画審議会 会議録 

 

日 時  平成２６年２月１０日（月） １４時から 

場 所  キリンビバレッジ周南総合スポーツセンター カルチャールーム 

出席者  ・委員 ４０名（敬称略・名簿順） 

原田浩樹、西岡志保子、岡成靖子、重高健吾、大山政男、佐野千鶴子、 

西村 明、村川哲夫、山田幸子、松田富雄、山田 智、藤村和義、 

向谷静波、竹島 弘、梅田順子、原田邦昭、佐藤英樹、丸山和之、 

近間純栄、山本 淳、早川沙織、藤田純那、齊藤由里恵、目山直樹、 

有馬俊雅、宮﨑 進、酒井隆行、安永 守、石川光生、片山寿世、 

清水嘉子、棚田敬治、徳原陽子、廣澤和己、福江宣子、藤井あゆみ、 

升崎美彦、山崎勝幸、吉岡 治、渡辺明彦 

 ・木村健一郎周南市長 

・事務局 ７名 

住田企画総務部長、坪金政策企画課長、高木係長、有間係長、 

福田主査、吉村主査、守重主査 

資 料  ・会議次第のとおり 

 

会 議 議 事 録 

 

 

 

 

 

  この度は、ご多忙にもかかわらず、「周南市まちづくり総合計画審議会委員」へのご

就任にご快諾を賜りましたこと、誠にありがとうございます。また、公募委員の皆

様には、委員へご応募いただき、深く感謝申し上げますとともに、敬意を表します。 

  市長就任以来、市民一人ひとりが尊重され、互いに助け合い、支え合い、励まし合

いながら夢と希望を持って、いつまでも安心して、生き生きと暮らし続けることの

できる“もやい”のまちづくりを進めています。 

  本市は、誕生後１０年を経過し、合併後のまちづくりから、自立したまちづくりへ

と、新たな第一歩を踏み出す極めて重要な転換期であると考えております。この素

晴らしい「まち」を子や孫の世代に引き継ぐため、まちづくりを進める確かな道筋

をつけることが、私たちの使命だと存じています。 

 

１ 開 会 

３ 市長あいさつ 

２ 委嘱状の交付 
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  まちづくり総合計画は、まちづくりの方向性を示し、行政運営の総合的な指針とな

る、最上位の行政計画です。次の１０年、２０年、さらには未来へと続く新たなま

ちづくりに向け、私たち一人ひとりが、ともに考え、ともに行動し、ともに喜び、

このまちに住んでよかったと思える「ふるさと周南」を目指し、全力で取り組んで

まいりますので、委員の皆様には、お力添えを賜りますようお願いします。 

 

 

（名簿順に委員の自己紹介、事務局の自己紹介） 

 

 

◇事務局 会長及び副会長の選出に入りたいと存じます。「周南市まちづくり総合

計画審議会規則第４条」で「審議会に会長及び副会長各１人を置き、委員

の互選により定める。」とされておりますので、皆さんの互選により、会

長・副会長を選出したいと存じます。どなたか、ご意見はございますか。 

●委員  事務局一任。 

◇事務局 事務局に一任とのご意見でございますが、よろしいでしょうか。 

●委員  （異議なし） 

◇事務局 それでは、事務局から会長及び副会長をご提案させていただきます。 

会長には、徳山工業高等専門学校の目山直樹委員、副会長は徳山大学の

齊藤由里恵委員にお願いしたいと思います。ご異議がなければ、拍手をも

ってご承認いただきたいと存じます。 

●委員全員 （拍手） 

◇事務局 ありがとうございました。委員の皆様のご承認により、会長に目山委員、

副会長には齊藤委員が選出されました。 

ここで、会長・副会長より、一言ずつごあいさつをお願いします。 

○会長  各分野・各地域の方々だけでなく、１２名もの公募委員がおられること

は、周南市にとって幸いなことだと思います。私自身、自分の住んでいた

まちで、公募委員としてまちづくり総合計画に関わらせていただいた経験

があります。市民の立場でのご意見、それぞれの専門の立場でのご意見を

集約し、今後１０年の行政を進めていく指針となる計画を審議する際のま

とめ役を担わせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

４ 委員の自己紹介 

５ 会長及び副会長の選出 
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○副会長 目山会長に付いていきながら、皆さんからより多くのご意見をいただけ

るような環境作りにも配慮し、進めさせていただければと思っております。

まちづくり総合計画は周南市の指針となる重要な計画でございます。健全

な財政・健全な周南市を将来に残していくための第一歩がここから始まる

と思います。皆さんの忌憚のないご意見を反映させ、周南市の未来が明る

くなればと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

  

（１） まちづくり総合計画について  

◇事務局 ～「まちづくり総合計画」について、資料１に沿って説明～ 

○会長  資料１の３ページに、「オール周南！“もやい”で進めるまちづくり」という言

葉が入っておりますが、これは１０年前に定めた総合計画ではなく、現市長が市

政を担当してからの施策という理解でよろしいですか。 

◇事務局 会長がおっしゃられたとおり、１０年前に掲げた「私たちが輝く元気発信都市

周南」こちらが、総合計画の基本構想における都市像になります。「オール周南！

“もやい”で進めるまちづくり」は現市長が作成したものでございます。 

○会長  基本構想は変わらないにしても、基本計画は時点時点で修正が入り、その時々

の情勢を反映できるかどうか、その辺りの柔軟性について確認させていただきま

した。皆様、ご質問等はありますか。 

●委員  アンケート結果の説明の中で、満足度の低い項目に観光振興がございました。

５０名程度のボランティアガイドが、周南市の特色を出そうと頑張っております。

コンベンション協会もでき、市の観光交流課も頑張っており、周南市は観光客が

増えています。具体的にどのような理由で満足度が低いのか教えてください。 

○会長  後日で構わないので、資料のどのページに書いてあるかを委員にお示しいただ

くという形でいかがかと思います。 

●委員  最初に、資料の説明をしてもらいたいと思います。いきなり資料１と言われて

も、どこに資料１があるのか分かりません。資料が何冊あるのかも分かりません。

それから、説明の中で全体会議を３回、部会を３回開催するとありましたが、自

分がどの部会に属するかを事前に示してほしいです。異なる部会へ参加したとい

うのでは困るので、その辺りを明確にしていただけたらと思います。 

○会長  部会については、次の議事でご説明いただきます。議事１は、現在の総合計画

の中身について、また、次期総合計画の準備として「もやいミーティング」や「ア

ンケート調査」を実施されたということです。また、資料の説明をしていただき

たいというご意見がありました。この点について、次回までに説明資料をいただ

くという形でどうかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

６ 議事 
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◇事務局 これから資料の説明をします。 

～資料について説明～ 

 

（２） まちづくり総合計画審議会について  

◇事務局 ～「まちづくり総合計画審議会」について、資料２に沿って説明～ 

○会長  説明の中で、部会への振り分けは皆さまの背景を勘案しながら事務局で決定し

たいということですが、特に公募委員の方など、それぞれの思いがある方もおら

れると思います。この部会に入りたいというご希望はございませんか。 

●委員  （委員から部会要望の声あり） 

○会長  委員から所属部会の希望がありますので、事務局において調整ください。また、

後日でも結構ですので、希望される場合はあらかじめ事務局へご連絡願います。 

審議会の流れにつきましては、諮問を受けた後、総合計画の審議に入るという

ことで、説明を受けました。ただ今の説明に対して、質問等がありましたらお願

いします。 

●委員  部会での協議の視点ということで、自助・共助は、財政的な視点が必要という

ことで理解できるのですが、市が自分達の責任をどのように考えているのか分か

らないため、公助という言葉も入れておくべきではないかと思います。 

○会長  公共計画なので、公助が協議の視点の中に入っていないのは、当然のことと思

っています。公共が行う計画の中で、自助・共助をどのように位置付けていくか

という視点だと思います。自助と共助だけを求めていくという計画ではないです。

事務局からもお答えいただきたいと思います。 

◇事務局 会長のご説明の通りです。 

○会長  本日は委員全員の顔合わせと、資料の確認、今後の進め方について確認しまし

た。皆さんのお手元にあるのは、現在の総合計画です。これを踏まえながら、次

期計画を策定する上で委員の皆様のご意見を伺うということになると思います。 

 

 

◇事務局 ～その他事務連絡～ 

○会長  以上で、次第に基づくすべての日程を終了いたしました。ありがとうございました。 

 

 

◇事務局 ありがとうございました。最後に、閉会にあたり企画総務部長の住田がごあい

さつを申し上げます。 

 

 

 

８ 閉会 

７ その他 
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◇企画総務部長 皆様、どうもありがとうございました。総合計画は、１０年先の周南市

をどのようなまちにしていくかを考える大変重要な計画でございます。この計画

の完成後に、個別の計画等を策定してまいります。資料等をご参考に、１０年後

の周南市がどうあるべきかをしっかり議論していただき、よりよい計画をご策定

いただけたらと思います。本日はどうもありがとうございました。今後ともよろ

しくお願いいたします。 

◇事務局 以上をもちまして、「第１回周南市まちづくり総合計画審議会」を終了いたしま

す。本日はありがとうございました。 


